
令和４年度一般会計補正予算（第２号）について

歳入歳出予算
当初予算額： 42,926,000千円

現計予算額： 43,268,062千円

補 正 額： ＋ 478,872千円

補正後予算額： 43,746,934千円 （＋820,934千円）

（補正額の内訳）

※ （ ）内は市負担額（内数）

※ （ ）内は当初予算額からの増減額

① 新型コロナウイルスワクチン接種事業 ＋ 261,986千円

② 感染症対策に係る支援事業 ＋ 15,519千円 （ ＋ 11,181千円）

③ 市内経済活性化に係る事業 ＋ 87,390千円 （ ＋ 84,050千円）

④ 電子図書館サービス電子書籍コンテンツ購入事業 ＋ 10,681千円 （ ＋ 10,681千円）

⑤ 放課後児童クラブ事業 ＋ 10,129千円 （ ＋ 4,797千円）

⑥ 税外収入償還金 ＋ 83,992千円 （ ＋ 83,992千円）

⑦ その他の事業 ＋ 9,175千円 （ ＋ 1,925千円）

補 正 額：＋ 478,872千円 （＋ 196,626千円）

第４０号議案説明資料

1



【別紙】…前頁①～⑦に係る歳出予算の補正内容

（単位：千円）

国・県 その他 一般財源

衛生費-保健衛生費-予防費

新型コロナウイルスワクチン接種事業

民生費-社会福祉費-障害者福祉費

濃厚接触者等に対する障がいサービス
提供継続支援事業

民生費-老人福祉費-老人福祉事業費

濃厚接触者等に対する介護サービス
提供継続支援事業

民生費-社会福祉費-障害者福祉費

障がい福祉サービス事業所等に対する
抗原検査キット等支給事業

民生費-老人福祉費-老人福祉事業費

介護保険サービス事業所等に対する
抗原検査キット等支給事業

民生費-児童福祉費-児童福祉総務費

障がい児通所支援事業所に対する
抗原検査キット等支給事業

（注） 「財源内訳」欄の「その他」は、国県支出金以外の特定財源（地方債、寄附金及び特定目的基金等）を示すもの。

＋2,160

濃厚接触者又は新型コロナウイルスに感染した高齢者等に、在宅
サービス等を提供した事業者に対して、ヘルパーの派遣調整及び
直接従事した職員への手当として、利用者が濃厚接触者の場合は
1人につき3千円／日、感染者の場合は1万円／日を支給するも
の。

＋804

事　業　名 事 業 概 要 補正額
財源内訳

＋804

＋3,500

通所系のサービス事業所等において、新型コロナウイルス感染症
の陽性者が発生した際、利用者・職員への検査は自費で行ってい
ることから、感染症拡大防止及び事業所におけるサービス提供の
継続を支援するため、市が購入した抗原検査キットを事業所に支
給するもの。

＋1,600

＋2,000＋2,000

＋1,600

＋3,500

②

①

新型コロナウイルス感染症に係るワクチンの4回目接種として、3
回目接種から5か月以上が経過した60歳以上の者及び18歳以上60
歳未満の者のうち、基礎疾患を有する者等に1回追加接種を行う
ための経費を追加するもの。

【事業費内訳】
・集団接種会場運営等経費　　　　　 29,148千円
・医師会等出務料（集団接種）     　 5,425千円
・コールセンター業務委託費      　 88,000千円
・接種費用請求・支払業務委託費　  107,926千円
・時間外・休日のワクチン接種会場への
　医療従事者派遣事業補助金　        1,631千円
・会計年度任用職員報酬等　　　　 　14,206千円
・その他経費　　　　　　　　　　 　15,650千円

＋261,986 ＋261,986

＋2,160
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（単位：千円）

国・県 その他 一般財源
事　業　名 事 業 概 要 補正額

財源内訳

民生費-社会福祉費-社会福祉事業費

生活困窮者自立支援機能強化事業

民生費-児童福祉費-児童福祉総務費

子育て家庭ショートステイ事業

民生費-児童福祉費-児童福祉総務費

育児支援家庭訪問事業

商工費-商工費-商工振興費

芦屋市がんばろう商店街お買い物
キャンペーン事業

商工費-商工費-商工振興費

キャッシュレス決済ポイント還元事業

教育費-社会教育費-図書館費

電子図書館サービス電子書籍コンテンツ
購入事業

教育費-社会教育費-青少年対策費

放課後児童クラブ事業（業務委託料）

（注） 「財源内訳」欄の「その他」は、国県支出金以外の特定財源（地方債、寄附金及び特定目的基金等）を示すもの。

新型コロナウイルス感染症の影響を受ける市内経済の活性化や感
染リスクを低減させるためのキャッシュレス決済普及促進を図る
観点から、市内の店舗（大手チェーン店を除く）でキャッシュレ
ス決済を行った方に対し、一定のポイント（還元率20％・上限1
千円/回、5千円/実施期間）を付与するもの。

＋82,390

コロナ禍での環境の変化により、家庭内の問題がより一層増加し
ている。多くの施設において、感染予防対策によりショートステ
イの受入を休止していることから、新たに受入先に里親を追加す
るとともに、1人あたり年間利用可能日数を拡充するもの。

＋2,120 ＋1,080 ＋210

＋1,660

＋82,390

＋287

コロナ禍での環境の変化により育児・家事に負担を抱える家庭
や、ヤングケアラーがいる家庭等の負担を軽減するため、調理や
清掃等の幅広い支援のニーズに対応する事業者を委託先に追加す
るもの。

＋1,335 ＋888 ＋160

＋830

＋10,681

新型コロナウイルス感染症による消費の落ち込みを回復するた
め、ラポルテ東館名店会が行うポイントシール事業（500円で
シール1枚贈呈、5枚集めて500円の金券として利用）が県の補助
事業に採択されたことに伴い、市が随伴して補助を実施し、消費
喚起と地域商業の活性化を図るもの。（補助率：県2/3、市1/3）
【事業予定】シール発行期間：9月1日から 9月30日
　　　　　　金券使用期間　：9月1日から10月31日

＋5,000 ＋3,340

③

②

⑤

すぎのこ学級（岩園小学校）について、令和4年度の登級率が
コロナ禍を踏まえた当初予測を大幅に上回ったことを受け、
児童の過密状態を回避するため、岩園小学校の空き室を活用
して、学級の増設を図るもの。

＋9,182 ＋1,534 ＋2,985 ＋4,663

④

新型コロナウイルス感染症拡大防止を踏まえ、電子図書館の電子
書籍コンテンツを拡充することにより、非来館型サービスの充実
を図るもの。特に、夏休み前に児童生徒を対象とするコンテンツ
を充実することで、自宅での読書環境を整備するもの。

＋10,681

市内において自立相談支援機関と連携しながら、こども食堂・地
域食堂等を実施している民間団体に対し、コロナ禍における物価
高騰等の影響や支援ニーズの高まりによる事業量の増加をふま
え、1団体あたり50万円の範囲内で活動経費を支援するもの。

＋2,000 ＋2,000
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（単位：千円）

国・県 その他 一般財源
事　業　名 事 業 概 要 補正額

財源内訳

教育費-社会教育費-青少年対策費

放課後児童支援員等処遇改善臨時
特例事業

教育費-社会教育費-青少年対策費

感染拡大防止対策事業
（放課後児童健全育成事業）

総務費-総務管理費-一般管理費

税外収入償還金

総務費-総務管理費-一般管理費

市民文化振興基金への積立て

消防費-消防費-災害対策費

緊急告知ラジオ購入事業

消防費-消防費-災害対策費

コミュニティ助成事業
（地域防災組織育成助成事業）

教育費-社会教育費-社会教育事業費

コミュニティ助成事業
（コミュニティ・スクール助成事業）

合　計 ＋478,872 ＋271,641 ＋10,605 ＋196,626

（注） 「財源内訳」欄の「その他」は、国県支出金以外の特定財源（地方債、寄附金及び特定目的基金等）を示すもの。

住民税非課税世帯等臨時特別給付金給付事業費補助金について、
令和3年度分の精算による国への償還金が生じたため。

＋83,992 ＋83,992⑥

＋547 ＋547

すぎのこ学級（岩園小学校）の学級増設に伴い、感染症拡大防止
のためのマスク、消毒液等の衛生用品及び備品を配備するもの。

＋400 ＋266 ＋134

⑤

補助金算出の基礎となる令和4年2月の対象者数及び勤務時間数の
実績により再算定した結果並びにすぎのこ学級（岩園小学校）の
増設による対象者数の増加に伴い、補助金を増額するもの。

岩園コミュニティ・スクールが岩園小学校で開催する「秋まつ
り」等のコミュニティ活動に係る備品整備事業が、今年度におけ
る（一財）自治総合センターのコミュニティ助成事業に採択され
たことに伴い、当該補助金を追加するもの。

＋2,500 ＋2,500

芦屋高浜松韻の街自治会自主防災会が実施する災害時用デジタル
簡易無線機導入事業が、今年度における（一財）自治総合セン
ターのコミュニティ助成事業に採択されたことに伴い、当該補助
金を追加するもの。

＋900 ＋900

緊急告知ラジオの普及促進のため要援護者台帳に登録済みの方へ
ダイレクトメールによる案内を実施したところ、想定を超える申
込みがあり緊急告知ラジオの在庫が不足することから、既申請分
及び一定の在庫を確保するため、緊急告知ラジオを購入するも
の。

＋2,475 ＋550 ＋1,925

⑦

市民会館大・小ホール命名権料（3,300千円）を基金へ積み立て
るもの。
【命名権の概要】
愛　　称：ルネサンス クラシックス芦屋ルナ・ホール
協定期間：令和4年4月1日から令和9年3月31日まで（5年間）
命名権料：年額3,000千円（消費税別）

＋3,300 ＋3,300
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第４０号議案 

   令和４年度芦屋市一般会計補正予算（第２号） 

  令和４年度芦屋市の一般会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ478,872千円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ43,746,934千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

   令和４年６月６日提出 

芦屋市長 伊 藤  舞    
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40-2 40-3
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40-4 40-5
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40-6 40-7
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40-8 40-9
9



40-10 40-11
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40-12 40-13
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40-14 40-15
12



40-16 40-17
13



40-18 40-19
14



40-20 40-21
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40-22 40-23
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一   般   職

  （１） 総    括

        （単位  千円）

（ 848 ）

746 1,304,297 2,756,624 3,446,353 7,507,274 1,324,204 8,831,478

（ 848 ）

746 1,292,523 2,756,624 3,444,817 7,493,964 1,324,204 8,818,168

（ ）

11,774 1,536 13,310 13,310

77,109 440,517 83,855 83,552 59,967 306,208

77,109 440,517 83,855 83,552 59,967 306,208

42,866 8,600 93,812 7,215 1,516,678

42,866 8,600 93,812 7,215 1,515,142

1,536

360 51,340 360 673,914

360 51,340 360 673,914

注：（　）内数字は外書で短時間勤務職員数

単身赴任

手    当

退職手当

初 任 給

調整手当

児童手当

補 正 後

比  較

区  分

給               与               費

扶養手当 地域手当

職員数

（人）

区  分

補 正 前

共 済 費 合    計

比    較

職員手当等 計

補 正 後

補 正 前

報      酬 給      料

区    分

時 間 外

勤務手当

住居手当 通勤手当

特殊勤務

手    当

補 正 前

職員手当等

の  内  訳

補 正 後

補 正 前

比  較

区  分

比  較

特別勤務

休日勤務

手    当

夜間勤務

手    当

教員特別

手    当

補 正 後

給  与  費  明  細  書

期末及び

勤勉手当手    当 手    当 手    当

宿 日 直 管 理 職 管理職員
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  ア　会計年度任用職員以外の職員

        （単位  千円）

（ 16 ）

746 2,756,624 3,186,123 5,942,747 1,084,833 7,027,580

（ 16 ）

746 2,756,624 3,186,123 5,942,747 1,084,833 7,027,580

（ ）

77,109 440,517 83,855 83,552 59,967 306,208

77,109 440,517 83,855 83,552 59,967 306,208

42,866 8,600 93,812 7,215 1,256,448

42,866 8,600 93,812 7,215 1,256,448

360 51,340 360 673,914

360 51,340 360 673,914

注：（　）内数字は外書で短時間勤務職員数

補 正 前

補 正 後

補 正 前

比  較

区  分 児童手当

補 正 後

補 正 前

区  分

退職手当

手    当 手    当 調整手当

勤勉手当

の  内  訳

比  較

単身赴任 教員特別 初 任 給

特別勤務

手    当 手    当 手    当 手    当 手    当

勤務手当

補 正 後

比  較

職員手当等 休日勤務 夜間勤務 宿 日 直 管 理 職 管理職員 期末及び

区  分 扶養手当 地域手当 住居手当 通勤手当

手    当

（人）

補 正 後

補 正 前

比    較

特殊勤務 時 間 外

給               与               費

区    分 職員数 共 済 費 合    計

報      酬 給      料 職員手当等 計
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  イ　会計年度任用職員

        （単位  千円）

（ 832 )

1,304,297 260,230 1,564,527 239,371 1,803,898

（ 832 )

1,292,523 258,694 1,551,217 239,371 1,790,588

11,774 1,536 13,310 13,310

260,230

258,694

1,536

注：（　）内数字は外書で短時間勤務職員数

補 正 前

補 正 後

補 正 前

比  較

区  分 児童手当

補 正 後

補 正 前

区  分

退職手当

手    当 手    当 調整手当

勤勉手当

の  内  訳

比  較

単身赴任 教員特別 初 任 給

特別勤務

手    当 手    当 手    当 手    当 手    当

勤務手当

補 正 後

比  較

職員手当等 休日勤務 夜間勤務 宿 日 直 管 理 職 管理職員 期末及び

区  分 扶養手当 地域手当 住居手当 通勤手当

手    当

（人）

補 正 後

補 正 前

比    較

特殊勤務 時 間 外

給               与               費

区    分 職員数 共 済 費 合    計

報      酬 給      料 職員手当等 計
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